
目　　次
　刊行にあたって
　例言

第Ⅰ部　地域の歴史と文化遺産の調査（京都府内）

  1．京丹後市須田平野古墳の調査（１）　（京都府立大学文学部考古学研究室）     3
  2．古墳を地域資源化する（３）　―湯舟坂２号墳プロジェクトの 2022 年―
　　　　　（京都府立大学文学部考古学研究室）　　　　　　　　　　　　　    11
  3．丹後半島・古代山寺の巡見　（菱田哲郎・溝口泰久・山内愛弓）　 　　     15
  4．京丹後市久美浜町太刀宮文書等調査（３）　（山田洋一）　　　　　　   17
  5．京都府北部の MALUI 連携による WEB 公開事業　（長谷川巴南）    18
  6．綾部市君尾山光明寺の総合調査　（濵野覚生）      20
  7．由良神社文書調査　（岸　泰子）         22
  8．舞鶴市木船家文書調査　（井上泰良）       23
  9．木船家文書と大庄屋の業務管理　（長谷川巴南）      24
10．福知山市芦田家文書調査　（滝澤和湖）       26
11．京都市野邊地家文書調査　（東　　昇）       27
12．久御山町大池神社文書調査　（鈴木詩織）       28
13．家村（川源）家文書調査　（渡邊幸奈）       29
14．岡田国神社大般若経調査　（正瑞千幸）       30

第Ⅱ部　地域の歴史と文化遺産の調査（京都府外）

  1．岐阜市鵜飼屋地区調査　（岩本悠梨）       35
  2．越前市三田村家・大瀧神社歴史資料調査と今後の展望　（竹中友里代）   36
  3．東近江市勝堂古墳群の再検討（２）　（藤川聖起・横臼彩江・菱田哲郎）   37
  4．古墳の魅力発信事業に係る原稿作成業務　（京都府立大学文学部考古学研究室）  47
  5．奈良県十津川村歴史資料調査・聖護院文書調査　（渡邊幸奈）    51
  6．河内長野市金剛寺一切経附経箱調査　（正瑞千幸）      52
  7．大阪府島本町水無瀬神宮文書調査　（横内裕人）      53
  8．多可町寺社建築調査　（岸　泰子）       54
  9．神河町史の建造物調査　（岸　泰子）       55
10．熊本県天草市上田家文書調査　（東　　昇）      56
11．沖縄県読谷村の慰霊碑調査　（馬籠　翔）       57



第Ⅲ部　市史・町史編纂事業

 １．京田辺市田辺遺跡の古墳出現期木棺墓　（池田野々花）      61
 ２．京田辺市田辺遺跡の円筒棺　（小林　楓）        70
 ３．京田辺市興戸２号墳の再検討　（諫早直人・下垣仁志・吉永健人）     74
 ４．京田辺市興戸２号墳出土家形埴輪の三次元写真計測とデジタル復元
　　　　　　（仲林篤史・溝口泰久・吉永健人）       94
 ５．京田辺市飯岡車塚古墳出土石製品の３Ｄスキャン
   （諫早直人・初村武寛・二村真司）     104
 ６．京田辺市堀切古墳群の再検討（４）　　　
 　　　　　（諫早直人・藤川聖起・松田　篤・高橋　敦・加速器分析研究所） 119
 ７．京田辺市堀切古墳群の再検討（５）　（諫早直人・守田　悠・池田野々花・
　　　　　　　横臼彩江・菱田哲郎・繰納民之）     131
 ８．京田辺市堀切古墳群出土金属製品・ガラス製品の材質調査　（田村朋美）  149
 ９．京田辺市の建造物調査　（宮田　匡）      157
10．京田辺市史の文書調査　（東　　昇）      158
11．京田辺市立三山木小学校との地域学習プロジェクト
   （文化遺産学コース３・４回生）      159
12．和束町湯谷ノ原古墳の調査　（京都府立大学文学部考古学研究室）   163
13．和束町大杉古墳出土埴輪の再検討　（吉永健人）     169
14．和束町の建造物調査　（宮田　匡）      177
15．和束町の景観変遷調査　（京都府立大学文学部地理学研究室）   178

第Ⅳ部　歴史学科学生の取組み

 １．地域の中の東山古墳群　（岡﨑壮太・本田龍平・依田萌奈）   181
 ２．「なからぎウォーク」報告　（黒住大輔・中井涼太）    189



京都府立大学文学部歴史学科

フィールド調査集報　第９号
編集・発行　京都府立大学文学部歴史学科
　　　　　　〒606-8522　京都市左京区下鴨半木町 1-5
発　行　日　2023 年 3月 30日
印　　　刷　株式会社�北斗プリント社
　　　　　　〒606-8540　京都市左京区下鴨高木町 38-2

　フィールド集報は、刊行当初より Adobe 社の InDesign を利用して組

版作業を手作りでおこなっている。InDesign の取り扱いは、歴史学科文

化遺産学コースのうち、考古・建築・地理の実習メニューに含まれ、本

書の一部については、そうした実習のなかで学生が組んだものとなって

いる。

　今年度のフィールド調査においても、各地で多くの方からのご理解と

ご協力を賜った。ここに改めてお礼申し上げる。歴史や文化遺産にかか

る調査は一人では決して成しえないということを、今後も常に意識する

ように努めたい。（う）

編集後記




